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1. 徳中震射の基礎的実験
山本真由美(千大)
小児悪性腫蕩に対する街中照射は，有効な手段である
が対象が小児のため，援睦内臓器及び、脊椎等に対する影
響は，長期にわた担充分検討すべきである。今回，幼若
家兎11羽を用い，一回隷量 1，000，2，000，3，000 radに
わけ， X線照射を行い，検討を加えた。生存期間は 1週 
-2カ足。血靖アミラーゼ、値に著変なく，病理所見で
は，ゐ腸管においてのみ醸霧形成等の変化がみられた。さ
らに，死西，実験法について反省を加え，実験を進めた 
ハ。1
2. 藍腸E工円運動機能の筋電医学的検討
岩井 潤(千大)
直腸区間奇形症例における筋電堕学的検査法の意義と
して，①診新・治疲の指針，②直腸E工問機能評価の 2つ
が考えられる。我々はまず，表面軍極による外区間括約
筋々電図検査を行い，今までに， 10例に行った。うち，
①について， Anterior Perineal Anus症例の診断に本
語が有用であると考え， 3例において， JI干円周囲全員に
外区間括約筋の存在を認め，確診を得ることができた。
今後窃についても，症例を重ね，検討を加えて行きた 
ハ。1
3. IJ¥克高カロリー輸液，組機アミノグラムの検討
吉里英生(千大) 
SD系 weanlingrat ♂ 60-70gを用いて 2還問の 
TPNを施行した。 7 Se，ストレスとしてお%m度熱
傷を作成し， 1通関後，筋組織アミノグラムの分析を行
い以下の結果を得た。
I.筋組織アミノ酸パターンは，血、清のそれと異な
る。
1I.ストレス付却後，血渚アミノ酸パターンは正常で
あるのに対し，高グノレコ}ス・カロリー比投与群におい
て筋組識アミノ援ノξターンの正常との差異を認めた。 
4. 排便運動の訣縁工学的検討一正常者編一
青梯 ?専(千大〉
排便運動の異常を挟録的にとらえ，客観的に評錨する
呂的で，まず正常者の詐復運動を検討した。方法はパヲ
安ム注入後透視下で排褒させ，ゼデオに収禄し，挟畿を
停止させ， トレ}スで解析した。正常排質iこは，部骨直
揚筋の弛緩と援圧が重要である。加齢につれて，直腸膨
大部が前後に雇平になり，直腸E門角が次第に鋭角化し
ていくのが観察された。またこの検査における透規持の
被曝線量をファントームを患いて誤I1定した。; 
5. 小児高力 Eリ一輪液における脂質代謝
一脂質投与の蛋白代謝iこ及ぼす影響に寵する実験
的研究一
童十原幸男(千大〉 
S.D.系 weanlingrat ♂ 60""'70 gを用いて，等カ
ロヲー，等N量投与の TP討を 2週間施行し， N.P.カ
ロリーの 4，50，80%を詣訪にて投与し， 7日自にスト
レスとして， 体表面積 10%m度熱復を作成した。熱傷
後， N利用率誌抵下したが 4%群のN和用率が最も良か
った。ストレス後も， A旨訪は長く利用されていたが， 50 
及び80%群では血請脂賞の増加がみられた。非ストレス
群と同様に，指肪の至適投与量は， N.P.カロリーの 4 
--50%の間にある。 
Ano-rectalMano去による5: Infused Open-tip6. ・
隠 etry -第 6報脊桂披裂症椀の検討ー
坂庭 操(千大〉
脊椎被裂症伊tl32倒について区門管静止圧由競のバター
ンと直腸厄円反射のパターンを夫々三型に分けて検討し
た。その結果，披裂高{立が抵い症例程外厄円括約第，挙 
E工筋群の tonusが低下している事，紅河管の tonusの
形成に関与する盟子と反射のメカニズムに関与する因子
には密接な関連がある事が知られた。
